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良日

見

第

建
築
統
計
の
成
立

商
工
省
は
咋
十
一
年
十
月
よ
り
毎
月
陀
わ
た
り
建
築
統
計
在

褒
表
し
最
近
の
分
と
し
て
昭
和
十
二
年
四
月
の
統
計
を
公
け
に

し
て
ゐ
る
。
景
気
の
動
向
に
つ
き
財
界
が
気
迷
ひ
の
扶
態
を
脆

せ
や
銭
銭
僅
が
生
産
力
擦
充
を
阻
止
し
て
ゐ
る
今
日
に
於
て
、

正
確
た
る
建
築
統
計
乙
そ
財
政
経
済
政
策
の
指
針
と
た
る
も
の

で
る
る
。
勿
論
、
建
築
に
闘
す
る
統
計
は
、
東
京
市
政
調
査
曾

の
日
本
都
市
年
鑑
に
掲
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
も
あ

h
、
日
本

土
木
建
築
請
負
業
者
聯
合
舎
が
田
村
市
郎
教
授
に
蝿
し
て
共
の

調
査
を
進
め
た
事
で
も
る
り
、
決
し
て
新
し
い
試
で
た
い
の
r

然

し
従
来
の
建
築
統
計
と
商
目
を
一
新
し
、
建
築
物
の
棟
数
及
び

面
積
等
の
建
築
技
術
の
方
面
に
止
ま
ら
や
工
事
費
、
構
造
、
問

塗
に
闘
し
金
闘
主
要
都
市
に
つ
き
調
査
を
進
め
一
般
経
済
界
と

の
連
闘
に
於
て
建
築
界
の
貧
情
を
毎
月
報
告
し
て
ゐ
る
の
で
あ

第
四
十
五
巻

第

競

一
三
八

丹、

る
か
ら
、
商
工
省
の
建
築
統
計
月
報
は
狛
自
の
存
在
を
示
し
て

ゐ
る
。商工

省
建
築
統
計
は
昭
和
十
一
年
度
抽
出
算
に
共
の
経
費
が
計

上
せ
ら
れ
た
が
、
第
六
十
八
議
舎
の
解
散
の
矯
め
に
立
消
え
に

引
な
っ
た
白
共
後
治
加
抽
出
算
と
し
て
第
六
十
九
議
舎
を
通
過
し
潮

〈
成
立
し
た
の
す
あ
丸
。
ど
れ
を
く
商
工
符
省
局
の
努
力
の
結

果
で
あ
る
が
、
本
統
計
の
誕
生
に
首
り
間
接
の
即
応
響
を
興
へ
た

る
高
橋
大
破
大
臣
の
功
績
を
淡
し
て
は
友
ら
た
い
。

昭
和
十
年
四
月
二
十
七
日
に
日
本
工
業
倶
楽
部
の
日
本
経
済

聯
盟
定
時
総
舎
に
於
て
、
高
橋
大
臓
大
臣
は
次
の
講
演
を
試
み

た
の
で

b
る
。
臼
〈
。

前
略
:
:
:
一
つ
諸
君
に
た
願
ひ
を
致
し
て
置
き
た
い
と
と

が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
各
所
に
於
て
稜
表
せ
ら
れ
る

統
計
を
見
ま
す
る
に
、
財
界
の
情
勢
や
共
動
向
を
察
知
す
る

伐
に
最
も
必
要
注
り
と
考
へ
ら
れ
る
建
築
或
は
建
物
等
、
線

て
さ
う
云
ふ
も
の
に
ど
の
位
の
資
本
が
費
さ
れ
る
か
、

と
主主

ふ
と
と
の
統
計
が
未
だ
我
園
に
は
無
い
や
う
に
息
は
れ
る
の

で
る
り
ま
す
。
凡
そ
財
界
の
状
勢
を
見
ま
す
の
に
は
、
徴
道

日本都市年雄，六大都市家屋建築、市街地建築物il;'抱月i市町村の家屋建築
我閣の土木建築事業
川澄巳知雄，建築統計に就て(統計集誌第六百六十七抗〉
日本線済聯盟;純祷聯現第五巻第二競
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に
於
け
る
貨
物
及
旗
客
の
運
賃
牧
入
さ
う
云
ふ
ゃ
う
を
統
計

べ。先o役が
て。日。立大
央。も。つい
れ。共。のに
まつ話。で財
しoを。あ界
た。或。りの
がo所。ま金
、で。ナ般
そ し。。白句
れま。是た
はし。れ方
響。たo <を向
察。慮。併を
に。、せ指
居。内。て示
出。回。建。す
で。銭。築。る
らo相。の。材
れ。がo詩。料
た。早。負。と
建。逮。高。し
築。調。 lて

績。年。 J位。て。の。
いo ;~呈o <!:'oゐ。坪。
てo:9[;'コかo左。致。
殖。立lコらoいりの。
ぇ。つコ半1)0のみ。
てて〉断。でを。
居殖コし。徐現。
る.~::~ ::)てo りは:。
やてゆ Jto参し。
う ，i'l(コる。考て3
K. '~C'::l と o にゐ。
忠、云υはる Q

は共hコふ。左も。
れ後。と。らの。
た--1::" 1説。ぬで。
の定!!。道。、あ。
で訴~Q のo 併つ。
あのI::l選。して。
り jj:p，lt。、
ま i自['"Jf~士。大。金。
すたっ入。揮。高。
日りが。坪oが。

ど i~r::c>ー。数。出。

う
か
本
舎
の
如
く
力
の
強
い
、
又
各
方
面
に
聯
絡
の
宮
北
分
に

あ
ら
は
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
君
の
カ
に
依
っ
て
信
積
す
る
と
と

の
出
来
る
完
全
た
経
済
上
に
必
要
託
統
計
を
作
り
出
さ
れ
る

こ
と
が
出
来
る
友
ら
ば
、

一
つ
御
室
力
を
願
ひ
た
い
と
考
へ

る
の
で
あ
り
ま
す
O
i
-
-
:
:
略

高
橋
大
蔵
大
臣
は
此
の
講
演
を
た
ず
に
嘗
り
、
七
ヶ
年
聞
に

わ
た
る
用
途
別
建
築
物
新
築
調
を
資
料
に
用
ひ
、
叉
内
田
餓
道

大
臣
に
依
相
関
し
て
警
鵡
幅
鋼
管
下
建
築
物
統
計
を
作
製
せ
し
め
た

建

築

続

計

の
で
あ
る
。
高
僑
大
蔵
大
臣
の
講
演
の
資
料
と
左
っ
た
此
の
用

途
別
建
築
物
新
築
調
と
警
閥
聴
管
下
建
物
統
計
と
を
、
出
来
上

っ
た
商
工
省
建
築
統
計
月
報
と
比
較
す
る
と
、
原
則
に
於
て
相

一
致
す
る
所
あ
る
を
窺
へ
る
、
高
橋
大
蔵
大
臣
の
此
の
様
な
気

分
の
所
へ
商
工
省
の
熱
心
な
る
要
求
が
食
ひ
入
り
、
十
訟
に
商
工

省
建
築
統
計
が
、
凶
家
事
業
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
る
事
と
た
つ

た
の
で
あ
る
。

第l

商
工
省
建
第
統
計
の
内
容

建
築
統
計
月
報
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
商
工
省
建
築
統
計
は
東

京
外
二
十
一
都
市
を
調
査
匝
域
と
し
該
匿
域
に
於
け
る
市
街
地

建
築
物
法
施
行
規
則
第
百
四
十
三
傑
第
一
項
の
規
定
に
依
る
認

可
申
請
又
は
同
第
百
四
十
四
僚
第
一
一
概
若
は
第
二
披
の
規
定
に

依
る
届
出
に
係
る
建
築
工
事
に
付
共
の
厨
問
又
は
認
可
申
請
の

際
一
棟
毎
に
作
成
し
た
る
建
築
調
査
票
に
依
り
編
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
、
項
を
分
っ
て
商
工
省
建
築
統
計
の
内
容
を
明

か
に
し
た
い
。

第
一
に
商
工
省
建
築
統
計
は
、
建
築
計
毒
の
動
態
統
計

第
四
十
五
巻

プむ

第

強

九



建

築

計

統

で
あ
る
。

建
築
統
計
は
他
の
統
計
と
同
じ
〈
動
態
統
計
と
静
態
統
計
と

に
八
万
れ
る
の
で
あ
る
。
我
園
の
建
築
物
の
棟
致
、
面
積
が
ど
の

位
あ
る
と
か
、
園
宮
の
中
陀
建
築
物
が

E
の
位
の
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
ゐ
る
と
か
は
建
築
静
態
統
計
の
問
題
で
あ
り
、
一
年

中
陀
建
築
物
が
如
何
に
増
減
し
て
ゐ
る
か
可
第
三
種
所
得
の
中

で
借
家
牧
入
が
如
何
去
る
数
字
に
上
ワ
て
ゐ
る
か
を
調
べ
る
の
一

は
建
築
動
態
統
計
で
あ
る
。
建
築
静
態
統
計
に
於
て
は
建
築
界

の
技
術
的
経
済
的
の
稜
遣
の
程
度
を
知
る
事
が
出
来
る
が
、
建

築
界
の
活
動
の
有
様
は
建
築
動
態
統
計
に
よ
っ
て
始
め
て
之
を

明
か
に
す
る
を
得
ぺ
く
、
爾
者
相
ま
っ
て
始
め
て
完
全
左
る
統

計
、
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
今
度
の
商
工
省
の
建
築
統
計
は
動

態
統
計
で
あ
り
、
而
も
毎
月
に
わ
た
り
建
築
界
の
費
化
を
示
し

て
ゐ
る
所
に
特
色
を
有
つ
。

建
築
の
動
態
統
計
と
し
て
も
二
つ
の
揚
合
を
考
へ
る
事
が
出

来
る
。

一
は
建
築
竣
功
の
統
計
で
あ
り
、
他
は
建
築
計
聾
の
統

計
で
あ
る
。
雨
者
は
恰
も
議
算
と
決
算
と
の
如
き
関
係
に
立
ち

第
四
十
五
巻

書事

務

四
C 

四

O 

病
者
を
併
用
す
る
事
に
よ
り
其
の
使
命
を
全
く
す
る
事
が
出
来

る
。
建
築
計
葺
の
統
計
を
調
べ
て
も
、
共
の
建
築
が
中
止
に
左

っ
た
揚
合
に
は
無
意
味
の
様
に
思
は
れ
る
が
、
建
築
物
の
竣
工

を
ま
っ
て
始
め
て
統
計
を
作
る
と
云
ふ
事
で
る
ワ
て
は
、
建
築

界
の
生
き
た
動
き
を
失
ふ
虞
が
あ
る
。
商
工
省
統
計
は
建
築
計

叢
統
計
の
方
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

蓋
し
高
橋
大
蔵
大
臣

の
消
説
に
め
る
が
如
く
「
鋭
識
の
滋
賃
収
入
が
一
年
税
先
立
っ

て
殖
え
て
来
て
、
共
後
で
建
築
の
坪
数
一
な
ど
が
績
い
で
殖
え
て

居
る
や
う
」
た
景
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
役
立
で
る
銭
め

に
は
建
築
計
聾
の
統
計
の
方
が
優
っ
て
ゐ
る
。
市
街
地
建
築
物

法
施
行
規
則
に
よ
る
と
、
建
築
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
又
は

移
轄
を
な
さ
ん
と
す
る
時
に
は
地
方
長
官
に
認
可
を
申
請
す
る

か
(
第
百
四
十
三
保
第
一
項
)
又
は
届
出
を
友
す
か

(
第
百
四
十

四
僚
第
一
一
統
又
は
第
二
競
)

い
づ
れ
か
の
方
法
を
必
要
と
す
る

の
で
あ
る
が
、
恰
も
建
築
工
事
の
届
出
又
は
認
可
申
請
る
り
た

る
時
陀
っ
き
建
築
計
書
統
計
を
調
ぺ
る
事
と
し
た
。

ーー
第
二
に
商
工
省
建
築
統
計
は
工
事
費
の
調
査
を
第
一
日

棋
と
し
、
他
の
項
目
は
第
三
次
的
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
。



建
築
計
書
の
動
態
統
計
を
探
る
と
し
て
、
建
築
物
に
重
き
を

泣
く
か
建
築
金
額
に
重
き
を
置
く
か
に
よ
り
立
揚
が
八
万
れ
る
。

建
築
物
そ
の
も
の
に
闘
す
る
統
計
は
皐
に
建
築
技
術
上
よ
り
必

要
友
る
の
み
な
ら
や
、
住
宅
問
題
の
解
決
陀
役
立
ち
所
謂
「
物

の
統
計
」
占
し
て
用
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
商
工
省
建
築

統
計
の
出
愛
知
は
‘
前
掲
の
高
橋
大
蔵
大
臣
の
演
説
に
あ
る
が

如
〈
「
財
界
の
情
勢
や
共
動
向
を
察
知
す
る
伐
に
最
も
必
要
な

り
と
考
へ
ら
れ
る
建
築
、
或
同
建
物
等
、
組
て
さ
う
云
ふ
も
の

に
E
の
位
の
資
本
が
、
費
さ
れ
る
わ
と
去
ふ
と
と
の
統
計
が
未
一

だ
我
固
に
は
無
い
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
」
そ
の
快
陥
を
補
ふ
一

工
事
費
を
第
一
目
標
と
し
一

所
に
存
し
て
ゐ
る
の
?
あ
る
か
ら
、

新
謂
「
金
の
統
計
」
た
る
事
を
中
心
に
し
で
進
ん
だ
の
も
止
む

を
得
た
い
所
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
、
商
工
省
の
調
賓
方
針
は
ヱ
事
費
中
心
で
あ
る

が
、
調
査
せ
ら
れ
る
側
と
し
て
は
工
事
費
を
委
表
す
る
事
が
最

も
図
る
の
で
る
る
。
特
に
家
屋
税
・
相
績
税
・
受
銀
税
等
の
租

税
関
係
の
方
忙
利
則
せ
ら
れ
る
事
を
虞
れ
る
の
で
あ
る
。
建
築

統
計
作
製
の
根
本
資
料
た
る
建
築
調
答
国
一
討
に
「
秘
」
の
印
を
附

建

統

築

音十

し
更
に
「
本
調
貧
困
明
に
統
計
上
の
目
的
以
外
に
之
を
使
用
せ
ざ

る
も
の
と
す
」

「
本
調
交
票
は
営
該
宮
胞
に
於
で
秘
密
の
取
扱

を
鴻
す
も
の
と
す
」
と
断
。
害
を
し
て
ゐ
る
事
は
、
工
事
費
に

闘
す
る
澗
賓
が
如
何
に
困
難
な
る
か
危
物
語
っ
て
ゐ
る
。

第
三
に
本
統
計
に
市
街
地
建
築
築
物
法
の
施
行
に
際
し

て
之
を
作
製
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
調
査
事
項
も
自
ら
制
約
せ

ら
れ
ざ
る
を
得
友
い
。
即
ち
商
工
省
よ
り
建
築
調
査
票
刷
紙
を

蹄
係
各
警
察
署
に
配
付
し
建
築
工
事
の
周
出
又
ば
話
可
申
請
あ

り
た
る
際
打
は
常
設
皆
目
叫
ん
問
者
代
於
て
一
棟
り
に
調
査
閣
刷
用
紙
一

様
を
使
用
し
て
調
査
事
項
を
記
入
す
る
、
地
方
長
官
(
東
京
府

に
て
は
警
脱
線
監
)

は
管
下
闘
係
各
警
察
署
に
於
て
毎
月
一
日

よ
り
末
日
ま
で
に
受
理
し
た
る
周
出
又
は
認
可
申
一
請
に
依
り

作
成
し
た
る
建
築
調
賓
巣
を
取
纏
め
翌
月
十
五
日
ま
で
に
之
を

商
工
大
臣
に
提
出
す
る
、
商
工
省
に
於
て
は
閥
係
各
地
方
の
分

を
会
部
容
安
教
訓
引
集
計
の
上
毎
月
建
築
統
計
月
報
と
し
で
公
表

ず
る
、
と
去
ふ
順
序
を
踏
む
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
商
工
省

は
内
務
省
の
援
助
を
得
で
根
本
資
料
一
を
蒐
集
す
る
の
で
る
る
か

ら
、
調
査
事
項
を
必
要
限
度
に
止
め
る
事
と
し
た
。
調
査
事
項

第
四
十
五
巻

四

第

競

四



建

統

計

築

の
中
に
は
届
出
叉
は
認
可
申
請
月
目
、
建
築
物
所
在
地
、
建
築

主
任
、
住
所
氏
名
も
あ
る
が
h

夜
に
は
建
築
工
事
種
別
、
建
築

構
造
種
別
、
建
築
物
用
途
、
建
築
物
床
面
積
、
建
築
工
事
費
に
一

っ

き

説

明

す

る

。

一

建
築
工
事
種
類
別
は
新
築
、
品
菜
、
改
築
、
移
梓
の
四
つ
に
一

介

れ

る

。

一

附
仰
山
知
市
制
判
始
時
制
別
と
[
て
は
「
銑
骨
鍬
紡
「
一
ン
ク
リ
l
ト
世
」
一

ム
」
「
銭
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
浩
」
(
外
壁
の
み
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

迭
の
も
の
を
も
含
む
)
と
「
鎖
骨
造
」
(
外
壁
鍛
筋
コ
ン
タ
リ
l

一

ト
迭
に
非
ざ
る
も
の
)
と
「
木
造
」
と
「
煉
瓦
造
、
石
造
、
一

シ
ク
リ

1
ト
浩
」
と
「
共
他
」
(
土
簸
泊
、
木
骨
煉
瓦
造
、
木
骨

石
浩
を
含
む
)
と
の
六
穫
を
分
っ
て
ゐ
る
。

建
築
物
用
途
は
弐
の
分
類
表
に
従
ひ
之
を
記
入
せ
し
む
。

8

と
刊
日
と
幻
と
日
と
の
「
共
の
他
」
に
付
て
は
具
閥
的
の
記
入
を

必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

1 

住

居

建

築

物

住

宅濁

住

宅

長

尾

ノ

共下寄
共

5 

同

住

宅舎屋EE 
'q
，
 

2 

自

宿宿

0 .， 

立

7 

4 

日

日

用

工

場

四

業

場

は

宮

間

一

場

は

工

場

事

務

所

川

E

場

寄

宿

合

目

担

ノ

仙

刀

性

宅

併

用

工

揚

刊
日
発
電
所
、
同
盟
電
所
、
配
宿
所

目

其

ノ

他

初

商

業

建

築

物

幻

両

前

m
A

専

用

肱

舗

お

住

宅

併

用

防

舗

其
J

他
J
建
築
物

初

公

明

宥

品

目

停

留

岨

明

白

血

午

枝

川
悩
集
曾
場
、
公
舎
堂

お
倶
柴
部
、
競
技
場
、
持
育
館

日
明
病
院
、
療
養
所
、
診
療
所

日
叩
育
児
院
、
感
化
院
、
養
老
院
、
隣
保
館

初
博
物
館
、
美
術
館
、
岡
書
館
、
商
品
陳
列
所

第
凶
寸
一
立
巻

JlI.I 

B 

工

業

建

築

物

日

工

場

貯作専

コ

38 

第

披

3i 36 35 34 3:1 32 ;:H :30 20 :~8 27 2o 25 24 

百勤市倉

庫
、
上

草

U巨R
 
.1』'

司

γ』

務

町

所
別

砕
抜
肌
館
、
宿
泊
所

料
理
一
席
、
飲
食
庇

劇
場
、
映
官
官
館
隼

遊
戯
場
、
舞
踏
場

待
合
、
貸
座
股

浴

場

其

他

転銀

凶
賀工

居場 l古場

ノ



51 50 49 48 47 

枇

寺

、

教

曾

火
葬
場
、
納
骨
堂
、
葬
祭
場

鷹
芥
焼
却
場
、
汚
物
底
調
場

格
納
庫
、
艇
庫

其

ノ

他

-3・
川
、
之
を
も
匂
合
せ
し
め
る
事
と
た
っ
て
ゐ
る
。

第

建
築
統
計
七
箇
月

商
工
省
建
築
統
計
は
最
近
の
昭
和
十
二
年
四
月
の
八
刀
を
加
へ

て
、
己
に
七
箇
月
に
わ
た
り
裂
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
表
数
を
大

別
し
て
建
築
工
事
種
別
表
と
建
築
構
造
種
別
表
と
建
築
物
用
途

別
表
と
の
三
に
す
る
事
が
出
来
る
が
、
取
敢
へ
や
若
干
の
研
究

を
試
み
る
。本
統
計
の
一
特
色
と
云
ふ
べ
き
は
、
市
街
地
建
築
物
法

の
施
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
突
の
二
十
二
市
を
杢
園
十
三
地
方
よ
り

建

築

統

雪十

選
捧
し
各
市
毎
に
調
賓
を
行
っ
た
事
で
あ
る
。

中
JL、
土也
二E
E司E

北京中京
九阪京演
州市r{l
地地地地

方方方方
若市紳去右曹長
松戸
市岡市都古京
、市、市屋市
入、f色、市
門』こ幡崎)成
市司市阪 商
、市、市士

ιl:望項 円
嬰倉皇市 川
15市113、崎

北
海
道
地
方
(
函
館
市
)

東
北
地
方
(
山
形
市
)

北

陸

却

方
r

金
津
市
)

h
ド

川

市

山

出

片

J、
仇

F
河
川

h
H
J

p
t
r
b
z
r
古

P
I川

中
園
地
方
(
虞
島
市
)

四
園
地
方
(
徳
島
市
)

過
去
七
箇
月
の
工
事
費
の
累
計
の
順
序
に
各
都
市
を
配
列
す

る
と
突
の
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
。
(
翠
佼
千
闘
)

第
て
東
京
市
(
九
八
、
四
四
一
)
、
第
二
、
大
阪
市
(
六
七
、

プて
) 、

第
三
、
名
古
屋
市
会
一
六
、
九
O
ご
、

第
四
、
紳
戸

市
(
二
O
、
一
一
四
七
)
、
第
五
、
京
都
市
二
九
、
五
五
六
)
、
第
ム
ハ

横
演
市
こ
五
、
ニ
O
吾
、
第
七
、
川
崎
市
三
一
、
三
一
凡
)
、

第
八
、
尼
崎
市
(
七
、
六
三
八
)
、
第
九
、
間
宮
市
(
四
、
一
八
五

第
四
十
五
巻

四

第

観

四



建

討

築

統

第
十
、
庚
島
市
(
=
一
、
七
一
一
)
、
第
十
一
、
八
幡
市
三
一
、

問
)
、
第
十
二
、
堺
市
(
二
、
八
O
九
)
、
第
十
三
、
小
倉
市
(
二
、

七
一
ニ
ハ
)
、
第
十
四
、
戸
畑
市
(
二
、
一
二
四
)
、
第
十
五
、
踊
岡

市
(
二
、

一
九
七
)
、
第
十
六
、
函
館
市
(
て
六
九
八
)
、
第
十
七

静
岡
市
土
、
四
七
九
)
、
第
十
八
、
合
津
市
(
一
、
一
一
一
四
九
)
、
第

卜
九
、
信
事
ミ
刀
ド
日
『
』
、
」
、

b
J
、

F
H
f
y
f
r
』
ノ
ヨ
ブ
、

1
1
i
:
;
f
-

F
一一向日

7
7
E

貴I~

1
3
占

a

i

咽

同

J
1
1
2
1
L
山

l

山

l

〆、

釘
-
十
一
却
才
打
紅
花

rzJノゴ

』

-

-

努
二
l

寸
工
、

rJl! 
Jf1: 
市

八

O
)
、

三
十
三
都
市
の
七
箇
月
間
の
建
築
工
事
費
総
額
は
二
億
九
千

四
百
高
固
に
上
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
殆
ん
ど
大
部
分
は
四
大

商
工
業
中
心
地
の
六
大
都
市
に
集
中
し
、
特
に
東
京
市
、
大
阪

市
、
名
古
屋
市
の
三
大
都
市
の
建
築
工
事
費
が
全
憾
の
三
分
の

こ
を
占
め
て
ゐ
る
。
我
園
の
建
築
景
気
が
如
何
に
地
方
的
に
偏

し
て
ゐ
る
か
を
瞥
見
せ
し
む
る
に
足
る
。

ーー
次
に
建
築
工
事
種
類
別
統
計
を
二
十
二
都
市
金
憶
に
つ

い
て
観
察
す
る
。
棟
致
、
床
面
積
、

工
事
費
を
調
夜
し
、
新
築

増
築
、
改
築
、
移
柑
怖
が
占
む
る
割
合
を
比
較
し
て
次
の
一
結
川
市
を ブu

合|移改棺新|
計| 築築築|

会=吾 i棟|

三五iii孟-Zi食
_1 主尿
ロ ，ミプミ忠商

完 L孟雪完室|筆積!
ーι ‘士三~I 塁走

百~

高事

[ ti; [_二一三一一互主」竺」
1車|

三_1--=---"，，-主三」竺|寄l
床 I . 

ji」4L主主」塁I2
事
費 i

第
四
十
五
巻

fJ~ 

l叫

得
た
の
で
あ
る
。

第

銃

四
日当

-一三」ー」亘--=--.盲

何
れ
の
方
面
よ
り
見
て
も
、
新
築
が
最
も
多
く
、
品
川
川
築
が
之

ら
な
い
有
様
で
あ
る
。

に
次
ぎ
、
改
築
は
少
く
、
移
捕
時
に
五
り
て
は
殆
ん
ど
問
題
と
な

建
築
構
造
を
前
述
の
如
〈
「
錦
骨
銭
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

浩
」
と
「
鍛
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
浩
」
と
「
銭
骨
造
」
と
「
木
浩
」

と
「
煉
瓦
遇
、
石
造
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
浩
」
と
「
共
の
他
」
と

の
六
つ
に
分
ち
調
査
す
る
。
後
の
一
一
種
類
の
も
の
は
極
め

τ僅

少
で
あ
る
か
ら
工
事
費
の
計
算
を
省
略
す
る
事
と
し
た
。

• 
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手車

二|一三三一量二塁量一三千三竺l賃
ド手際
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ヌ支夫主函除積
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坦事

jkJ上上亘一三旦 o I!:!~i 
i い棟l
三 J-L」Jーニ~I:I 割l
I ~;-i 土止十三iiE-12

|エ

|事

員一.l._.Jー斗-L云ー孟ー孟」費

棟
数
に
於
て
は
「
木
治
」
が
殆
ん
ど
全
部
を
支
配
し
て
ゐ
る

が
、
床
面
積
に
於
て
は
「
鎖
骨
鍛
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
浩
」
「
鍛
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
迭
」
「
銑
骨
法
」
が
約
四
分
の
一
を
占
め
、

工
事

り
得
た
の
で
あ
る
。

格
と
建
築
工
事
費
と
の
閥
係
が
如
何
友
る
程
度
に
及
ぶ
か
を
知

四

最
後
に
建
築
物
用
途
別
を
棟
数
と
床
面
積
と
工
事
費
と

に
つ
い
て
調
査
し
過
去
七
筒
月
間
陀
突
の
数
字
を
得
た
の
で
あ

る。吾菩函瓦工建性|
有弘築築築 l 

の物業物業物宅|

票棟

2il竺J1'1 
千豚i

El iZ百
三米積
プ"

云1数
l需査

中 1:"':智

プ日 |二ー

一占

J
一四八

一一、八回一一

ー恒
三邑

一
回
、
宝
ハ
七

ニ、=一口入

主主

三三、
ーヲ-fて

ノ、
プ~

三三
Cコ

合

音「

へ
玉
、
ニ
一
一

一
口
、
一
一
八
九

元
区司

突
に
於
て
は
「
木
造
」
は
金
工
事
費
の
半
分
未
満
に
過
ぎ
や
、

か
く
て

鍛
関
係
の
建
築
物
が
卒
ろ
過
半
を
占
め
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

「
木
造
」
建
築
は
棟
教
に
於
て
犀
倒
的
で
あ
る
が
、
床

も

工
事
費
に
於
て
は
商
業
、
住
宅
、
工
業
、
商
業
の
順
序
た
る

工
業
の
順
序
を
と
っ
て

面
積
が
割
合
に
少
く
、
更
に
一
平
方
米
首
り
工
事
費
が
最
も
低

廉
な
る
事
が
数
字
的
に
賓
詮
せ
ら
れ
た
露
で
あ
る
。
又
織
の
債

建

築

言十

続

棟
致
、
床
面
積
に
於
で
は
住
宅
、

~I "" :;;日ど-一割

口三二監lc 
c 

ゐ
る
。
住
宅
建
築
物
が
割
合
に
床
面
積
が
狭
く
工
事
費
が
低
き

に
反
し
、
商
業
建
築
物
は
割
合
に
面
積
が
庚
く
工
事
費
が
相
営

第
凶
十
五
巻

四
五

第

競

四
五
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建十一
住

東

京

一

大

限

-

名
古
皮
一

紳

戸

一

京

都

-

一
概
積
一

『

H

附
一

質宅一

正式一口一

一、九九三
七九六一

一、口一宏一一九八八↑
六四六一一句、一

築

第
四
十
五
巻

統

計
設

工

業

一

商

回、八一一
i

旦、五一八一

一、む同一三
四九四一
五九七一

=、六八九一
ぺヨ
J
f
j

四

一

割

業
一
共
白
他
↑
住
宅
一
工

八
、
一
元
一
一
一
一
、
一
一
五
一
一
一
文
一

二
、
ニ
=
三
二
九
三
三
一
一
三
一

一
完
主
穴
回
一
=
一
六
一

一
三
九
一
七
七
一
一
自
己
一

一

↑

一

二
七
九
一
一
三
回
一
回
且
一

宅一
i

八
五
一
一
七
一

花

一

同

一

回

一

(千

合

(

%

)

業

一

商

業

一

其

の

-
一
円
一
回
-
一
一

四
豆
一
一
宍
一

四
七
一
一
回
一

主
一
一
一

七
一
一
一
口
一

E且
〆、

li9 
ノ、

第

競

の
E
額
に
上
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

向
、
最
近
の
各
都
市
の
新
築
の
情
況

を
明
か
に
す
る
矯
め
に
、
昭
和
十
一
一
年

四
月
に
於
け
る
工
事
費
を
都
市
別
に
観

察
し
て
突
の
去
を
得
る
事
が
出
来
た
。

昭
和
十
二
年
四
月
の
音
併
の
み
を
掛

へ
て
判
断
を
下
す
の
は
和
卒
か
も
知
れ

た
い
が
、
次
の
結
論
を
得
る
事
が
出
来

る。
住
宅
建
築
物
工
事
費
の
占
む
る
割
合

の
最
大
な
る
都
市

神
戸
、
京
都
、
西
宮
、
成
島
、
堺

幅
岡
、
函
館
.
静
岡
、
金
淳
、
徳

島
・
若
松
、
山
形

工
業
建
築
物
工
事
費
の
占
む
る
割
合

の
最
大
た
る
都
市

大
阪
、
名
古
屋
、
横
街
、
川
崎
、

尼
崎
、
八
幡
‘
戸
畑



商
業
建
築
物
工
事
費
の
占
む
る
割
合
の
最
大
な
る
都
市

東
京
、
小
倉
、
門
司

二
十
二
都
市
の
合
計
か
ら
云
へ
ば
、
住
宅
建
築
物
二
八
%
、

工
業
建
築
物
三
九
%
、
商
業
建
築
物
二
五
%
、
共
の
他
の
建
築

物
八
%
と
た
っ
て
ゐ
る
。
市
し
て
建
築
工
事
費
の
市
む
る
割
合

の
最
大
た
る
も
の
を
象
ぐ
れ
ば
、
住
宅
建
築
物
で
は
、
金
調
停
の

七
二
%
、
工
業
建
築
物
で
は
川
崎
の
九
四
%
、
商
業
建
築
物
で

は
小
倉
の
四
六
%
、
北
一
の
他
の
建
築
物
で
は
門
司
の
四
八
%
で

あ
る
ゆ

第
四

建
誕
統
計
の
設
建

商
工
省
建
築
統
計
月
報
は
生
れ
て
か
ら
僅
か
七
筋
月
に
し
か

た
ら
た
い
が
、
そ
れ
で
も
各
種
の
事
費
を
教
へ
て
〈
れ
る
の
で

あ
る
。
従
来
単
に
推
測
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
建
築
工
事
費
が
二
十

二
都
市
だ
け
で
月
割
犬
四
回
四
千
寓
国
見
首
に
上
り
過
去
七
箇
月

に
二
億
九
千
寓
国
の
宣
額
を
示
し
て
ゐ
る
事
と
か
、
建
築
景
気

が
専
ら
六
大
都
市
中
心
に
集
中
し
他
は
大
し
た
問
題
と
た
ら
ぬ

も
の
で
る
る
事
と
か
、
増
築
改
築
よ
り
も
新
築
に
大
部
分
の
資

建

築

計

統

金
が
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
事
と
か
、
木
也
建
築
の
工
事
費
と
共
他

の
も
の
L
建
築
の
工
事
費
と
が
大
躍
に
於
て
字
分
づ
L

に
な
っ

て
ゐ
る
事
と
か
、
都
市
に
よ
っ
て
住
宅
建
築
物
と
工
業
建
築
物

と
商
業
建
築
物
と
共
他
の
建
築
物
と
に
つ
い
て
建
築
物
の
用
注

に
特
色
の
あ
る
事
等
が
判
明
し
た
の
吃
あ
る
。

建
築
資
金
の
需
要
の
季
節
的
費
動
を
研
究
す
る
と
か
、
高
橋

大
蔵
大
臣
の
希
望
せ
ら
れ
し
が
如
く
・
景
気
の
動
向
を
察
す
る

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
た
ら
し
め
る
事
に
は
少
く
と
も
一
年
中
十
以
上
の

資
料
宇
一
必
裂
と
し
僅
か
七
箇
月
の
資
料
廿
は
不
充
分
だ
あ
う

て
、
建
築
統
計
の
今
後
の
帯
以
遠
を
ま
っ
て
始
め
て
之
を
期
す
る

事
が
出
来
る
。
差
し
営
り
の
問
題
と
し
て
建
築
材
料
の
騰
貴
を

奉
げ
ね
ば
友
ら
ぬ
が
、
過
去
七
箇
月
聞
に
「
棟
数
‘
床
面
積
の

増
加
に
比
し
建
築
工
事
費
の
躍
進
が
目
ぎ
ま
し
き
事
」
と
「

棟
営
り
建
築
工
事
費
と
一
平
方
米
首
り
建
築
工
事
費
と
が
銭
関

係
の
建
築
物
の
工
事
費
に
於
て
特
に
増
加
し
木
遣
建
築
物
の
工

事
費
と
好
針
照
を
示
し
て
ゐ
る
事
」
と
を
考
へ
る
だ
け
で
も
相

賞
の
寅
径
を
粛
す
の
で
る
る
。
現
に
賀
屋
大
蔵
大
臣
の
掲
げ
て

ゐ
る
換
算
編
成
の
三
原
則
た
る
生
産
力
の
績
充
、
物
資
の
需
給

第
四
十
五
巻

四
七
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披
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建

築

言T

統

誼
合
、
同
際
牧
支
の
均
衡
の
問
題
に
針
し
で
も
、
或
部
分
の
解

決
を
商
工
省
の
建
築
統
計
月
報
に
期
待
す
る
事
が
出
来
る
の
で

あ
る
。多

く
の
統
計
撃
の
著
書
を
見
る
に
、
建
築
統
計
を
二
つ
の
揚

合
に
分
っ
て
説
明
し
て
ゐ
る
。

一
う
は
不
動
産
統
計
と
し
て
の

建
築
統
計
で
あ
っ
て
家
屋
の
府
産
慣
俗
又
は
賃
貸
債
格
を
土
地

の
そ
れ
と
開
港
し
て
減
資
「
る
の
で
あ
る
。
他
は
…
昨
曲
目
統
計
の

一
一
種
と
し
て
の
建
築
統
計
で
あ
っ
て
住
宅
統
計
を
研
究
し
以
て

住
宅
問
題
解
決
の
一
助
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
る
る
。
商
工

省
建
築
統
計
は
主
力
を
建
築
工
事
費
に
注
ぎ
、
不
動
産
統
計
又

は
枇
舎
統
計
と
し
て
で
友
〈
専
ら
景
気
観
測
統
計
た
る
所
に
使

命
を
残
見
し
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
商
工
省
建
築
統
計
は
現

に
不
動
産
統
計
叉
は
社
合
統
計
と
し
て
或
程
度
ま
で
は
役
立
ち

更
に
多
少
の
改
善
を
加
ふ
る
事
に
よ
っ
て
一
居
の
働
き
を
増
す

の
で
あ
る
。
改
善
築
在
し
て
種
々
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
が
商

工
省
建
築
統
計
が
建
築
計
書
の
動
態
統
計
の
み
な
る
に
針
し
吏

に
建
築
竣
工
の
動
態
統
計
を
調
査
す
る
の
が
取
り
敢
へ
宇
必
要

で
あ
る
。
建
築
工
事
の
強
算
と
見
る
べ
き
建
築
計
養
統
計
は
建

第
凶
十
五
巻

F剖
i¥ 

第

腕

凶

丹、

築
工
事
の
決
算
と
も
云
ふ
べ
き
建
築
竣
工
統
計
に
よ
り
楠
は
る

る
事
に
よ
っ
て
景
気
の
動
向
を
鮮
明
に
す
る
事
が
出
来
る
。
同

時
に
建
築
援
工
統
計
に
よ
っ
て
家
屋
建
築
の
寅
蹟
が
明
か
と
た

る
か
ら
地
債
の
騰
落
と
劉
昭
一
す
る
事
に
よ
っ
て
不
動
産
統
計
の

役
目
も
来
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
住
宅
建
築
物
竣
工
統
計
を

研
究
す
る
事
に
よ
っ
て
笠
大
枇
合
問
題
の
一
た
る
住
宅
難
に
闘

ナ
γ
旧
対
策
h
虻
叫
帥
h
p
d

み
一
唱
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
商
工
省

建
築
統
計
の
開
拓
す
べ
き
部
聞
は
先
づ
第
一
に
建
築
竣
工
統
計

で
あ
ら
ね
ば
友
ら
な
い
。

商
工
省
建
築
統
計
月
報
は
己
に
或
る
程
度
の
意
義
を
有
っ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
一
段
の
進
歩
を
途
げ
る
事
に
よ
っ
て

我
が
事
界
賓
際
問
外
に
寄
興
す
る
所
が
一
居
大
と
友
る
の
で
あ

る
。
勿
論
、
商
工
省
が
建
築
統
計
に
使
用
し
て
ゐ
る
只
今
の
経

費
で
は
内
容
的
に
は
大
し
た
芳
賀
を
期
待
し
得
た
い
事
で
あ
ら

ぅ
。
然
し
今
後
数
筋
月
の
統
計
数
字
を
稜
表
し
て
行
〈
と
建
築

統
計
の
存
在
債
値
が
粧
舎
に
認
め
ら
れ
る
事
と
た
り
、
誌
に
建

築
統
計
が
一
屠
の
改
善
を
見
る
事
と
友
る
の
を
信
宇
る
の
で
る

る。


